
第
百
二
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
表
中

「
耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る

特
殊
建
築
物
（
特
定
避
難
時
間

が
一
時
間
未
満
で
あ
る
特
定
避

難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
を

除
く
。）

準
耐
火
建
築
物
又
は
特
定

時
間
が
四
十
五
分
間
以
上

間
未
満
で
あ
る
特
定
避
難

倒
壊
等
防
止
建
築
物

避
難
一
時
時
間

」
を

「
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し

た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九

号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物

（
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合

す
る
も
の
に
限
る
。）

法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
又
は

ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建

築
物
（
一
時
間
準
耐
火
基
準
に

適
合
す
る
も
の
を
除
く
。）

」
に
改
め
、「

こ
の
表
に
お

火
建
築
物
と
み

り
準
耐
火
建
築

い
て
、
耐
火
建
築
物
は
、
法
第
八
十
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
耐

な
さ
れ
る
も
の
を
含
み
、
準
耐
火
建
築
物
は
、
同
条
の
規
定
に
よ

物
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。

」
を
削
る
。

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
中
「
第
百
十
二
条
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
五
項
た

だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
百
十
二
条
第
十
三
項
第
二
号
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
八
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
第
六
号
た
だ
し
書
中
「
第
百
十
二
条
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
五
項
た
だ
し

書
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
百
十
二
条
第
十
三
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
八
項
第
一
号
イ
」

に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
百
十
二
条
第
十
三
項
第
二
号
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
八
項
第

二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
第
百
十
二
条
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
」

を
「
第
百
十
二
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
、
第
十
三
項
、
第
十
五
項
、
第
十
六
項
及
び
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
項

ま
で
」
に
、「
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
第
七
号
（
第
百
十
二
条
第
十
四
項
」
を
「
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四

第
一
項
第
七
号
（
第
百
十
二
条
第
十
九
項
」
に
、「
第
百
十
二
条
第
五
項
中
」
を
「
第
百
十
二
条
第
六
項
中
」
に
、「
同

条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」

に
、「
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
建
築
物
」
に
改
め
、「
、「
建
築
物
の
部
分
」
と
あ
る
の
は
「
地
下
街
の
各
構
え
の
部
分
」
と
」を
削
り
、

「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
中
「
該
当
す
る
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
地
下
街

の
各
構
え
」
と
、
同
条
第
十
五
項
」
に
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
地
下
街
の
各
構
え
」
と

読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
七
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
イ

中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
」
を「
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
」

に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
二
第
三
号
中
「
第
百
十
二
条
第
十
三
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
八
項
第
一

号
イ
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
条
の
見
出
し
中
「
場
合
」
を
「
場
合
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
十
八
条
第
十
五
項
」
を
「
第
四
十

八
条
第
十
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

増
築
、
改
築
又
は
移
転
が
特
例
許
可
を
受
け
た
際
に
お
け
る
敷
地
内
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
条
第
二
号
中
「
第
四
十
八
条
各
項
」
の
下
に「（
第
十
五
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
を
除
く
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
四
十
八
条
第
十
六
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

日
用
品
の
販
売
を
主
た
る
目
的
と
す
る
店
舗
で
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
又
は
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地

域
内
に
あ
る
も
の

二

共
同
給
食
調
理
場
（
二
以
上
の
学
校
（
法
別
表
第
二

項
第
四
号
に
規
定
す
る
学
校
に
限
る
。）に
お
い
て
給

食
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
い
う
。）で
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用

地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
又
は
準
住
居
地
域
内
に
あ
る
も
の

三

自
動
車
修
理
工
場
で
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
又
は
準
住
居
地
域
内
に
あ
る
も
の

第
百
三
十
五
条
の
二
十
三
を
第
百
三
十
五
条
の
二
十
四
と
し
、
第
百
三
十
五
条
の
二
十
か
ら
第
百
三
十
五
条
の
二

十
二
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
百
三
十
五
条
の
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
耐
火
建
築
物
と
同
等
以
上
の
延
焼
防
止
性
能
を
有
す
る
建
築
物
等
）

第
百
三
十
五
条
の
二
十

法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
す
る
建
築
物
と
す
る
。

一

外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
及
び
前
号
の
防
火
設
備
が
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
法
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
一
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
前
項
第
二
号
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
、「
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号

ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
耐
火
建
築
物
、」を
「
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
」
に
、「
準

耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
特
殊
建
築
物
（
特
定
避
難
時
間
が
四
十
五
分
間
未
満

で
あ
る
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
第
百
十
二
条
第
十
三
項
第
二
号
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
八
項
第
二
号
」
に
、「
耐
火
建
築
物
、」を
「
主

要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
」
に
、「
準
耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す

る
特
殊
建
築
物
」
を
「
建
築
物
」
に
改
め
る
。

第
五
章
の
三
を
削
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
四
項
」
に
、「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
特
定
避

難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
」
を
削
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物

で
あ
る
も
の
」
を
削
り
、「
第
百
十
二
条
第
五
項
、
第
九
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
百
十
二
条
第
六
項
、
第
十
項
か

ら
第
十
二
項
ま
で
及
び
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
五
章
の
二
の
二
を
第
五
章
の
三
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
一
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
第
五
章
の
四
第
一
節
中
同

条
を
第
百
二
十
九
条
の
二
の
三
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
第
七
号
中
「
第
百
十
二
条
第
十
四
項
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
九
項
」に
改
め
、

「
、
第
百
十
三
条
第
一
項
の
防
火
壁
」
の
下
に
「
若
し
く
は
防
火
床
」
を
加
え
、「
以
下
こ
の
号
」
を
「
ハ
」に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
、
同
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
同
条

第
六
項
（
同
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
（
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条

第
九
項
（
同
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
十
二
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、「
防
火
壁
」
の
下
に
「
若
し
く
は

防
火
床
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
こ
の
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
以
下
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
水
槽そ
う

」
を
「
水
槽
」
に
、「
水
栓せ
ん

」
を
「
水
栓
」
に
、「
保
つ
等
」
を
「
保
つ
こ
と
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
第

五
章
の
四
第
一
節
の
二
中
同
条
を
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
と
し
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
六
を
第
百
二
十
九
条
の

二
の
五
と
し
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
七
を
第
百
二
十
九
条
の
二
の
六
と
す
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
防
火
地
域
又
は
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
の
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
部
分
及
び
防
火
設
備
の
性
能
に
関
す
る
技

術
的
基
準
）

第
百
三
十
六
条
の
二

法
第
六
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
階
数
が
三
以
上
の
も
の
若
し
く
は
延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の
又
は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
上
の
も
の
若
し
く
は
延
べ
面
積
が
千
五

百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準

イ

主
要
構
造
部
が
第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合

し
、
か
つ
、
外
壁
開
口
部
設
備
（
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
設
け
る
防
火
設
備
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
第
百
九
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
法
第
八
十
六
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
外

壁
開
口
部
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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